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ま
ず「
川
越
学
」で
基
礎
固
め

西
部
地
域
の
大
学
連
合
を
目
指
す

跡見学園女子大学花蹊記念資料館

創立者跡見花蹊の精神を今日に伝える

大東文化大学
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小
川
山
岡
鉄
舟
会

「
睡
眠
に
つ
い
て
」

埼
玉
医
科
大
学

市
民
公
開
講
座

（
川
越
市
）

昨年の展示会

PR記事の募集
yfd51327@

nifty.com
　
本
紙
で
は
、団
体
、サ
ー
ク
ル
な
ど
の
紹
介
、会
員
募
集
、イ
ベ
ン
ト
告
知
な
ど
読
者
か
ら
の
Ｐ
Ｒ
記
事
を
募
集
し
ま
す
。

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。掲
載
は
原
則
と
し
て
定
期
購
読
者
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
日
時
の
決
ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
場
合
は
、
一
ヵ
月
半
か
ら
二
ヶ
月
以
上
前
で
な
い
と
、
編
集
が
間
に
合
い
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
z
０
４
８
　
２
４
２
　
３
８
７
７
、メ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

―

―

「
第
11
回
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を

を
楽
し
も
う
！
」

〜
音
楽
の
謎
を
と
く
〜

東
京
電
機
大
学

理
工
学
部
公
開
講
座

会場となる和紙の里

入
会
の
ご
案
内

大
塚
佳
代
子

民舞、カラオケ発表（ふじみ野市）

竹の子会「おさらい会」

障害者支援青空自由市
６月７日（ふじみ野市）

５月24、25日

盆栽展
ふじみ野

（東秩父村）

　
今
月
号
で
は
１
面
で
、
埼
玉

医
大
の
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

（
川
越
）・
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

の
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
る
堤
晴
彦

教
授
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。

　
ご
存
知
の
通
り
、
最
近
は
救

急
病
院
指
定
を
や
め
た
り
、
救

急
車
で
運
ば
れ
る
患
者
の
受
け

入
れ
を
拒
否
す
る
病
院
が
増

え
、「
救
急
医
療
の
崩
壊
」
が
大

き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
救
急
医
療
だ
け
で
な
く
、

小
児
科
や
産
婦
人
科
は
医
師
が

不
足
し
診
察
で
き
る
病
院
が
限

ら
れ
て
き
て
い
る
。

　
埼
玉
医
大
は
、
重
症
患
者
受

け
入
れ
る
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

を
備
え
る
ほ
か
県
内
で
最
も
充

実
し
た
救
急
受
け
入
れ
体
制
を

敷
い
て
い
る
が
た
め
に
、
遠
隔

地
か
ら
も
含
め
患
者
が
殺
到

し
、
い
わ
ば
「
医
療
崩
壊
」
を

食
い
止
め
る
最
後
の
砦
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
同

時
に
救
急
医
療
の
置
か
れ
た
困

難
な
状
況
を
最
も
切
実
に
体
験

し
て
い
る
当
事
者
で
も
あ
る
。

　
堤
教
授
に
よ
れ
ば
、
病
院
が

救
急
診
療
を
敬
遠
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
医
師
の
士
気
が

低
下
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

そ
し
て
士
気
が
低
下
し
た
の

は
、
主
と
し
て
長
時
間
勤
務
の

割
り
に
報
酬
が
少
な
く
、
ま
た

医
療
事
故
の
訴
訟
の
危
険
に
さ

ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か

ら
、
と
い
う
。

　
こ
こ
で
疑
問
は
、
こ
の
よ
う

な
要
因
が
な
ぜ
近
年
、
顕
在
化

し
た
の
か
だ
。
そ
れ
は
、
制
度

に
よ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
患

者
、
医
師
も
含
め
人
々
が
身
勝

手
に
な
っ
た
か
ら
な
の
か
。
前

者
な
ら
対
策
は
あ
る
が
、
後
者

な
ら
こ
れ
は
か
な
り
深
刻
な
危

機
で
あ
る
。

編
集
・
発
行
人
　

　
　
　
金
子
豊
治
郎
（
雄
一
）

編
集
ス
タ
ッ
フ

　
泉
沢
　
勉
　
　
宮
本
　
一
代

　
山
下
　
龍
男
　
金
子
　
敏
満

　
梅
津
　
良
子
　
森
野
　
範
子

　
岩
瀬
　
翠
　
　
早
川
　
圭
一

　
石
橋
啓
一
郎
　
江
端
　
美
喜

寄
稿

　
大
塚
佳
代
子
　
葵
　
和
歌

　
　
ふ
じ
み
野
に
盆
栽
文
化

を
　
合
言
葉
に
誕
生
し
た
ふ

じ
み
野
盆
栽
展
も
今
回
、
第

７
回
展
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
松
柏
、
さ
つ
き

盆
栽
を
中
心
に
、
小
品
盆
栽

な
ど
も
展
示

さ
れ
ま
す
。

　
会
員
の
中

に
は
中
央
展

示
会
に
出
展

さ
れ
る
方
も

あ
り
、
レ
ベ

ル
の
高
い
展

示
会
と
評
価

さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　
樹
と
色
鮮

や
か
な
さ
つ
き
の
ハ
ー
モ
ニ

ー
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

☆
と
き
　
５
月
24
日（
土
）〜

５
月
25
日
（
日
）
９
時
〜
17

時
（
但
し
　25
日
は
16
時
ま

で
）

☆
と
こ
ろ
　
ふ
じ
み
野
市
　

上
福
岡
商
工
会
館
１
Ｆ
　
コ

ス
モ
ス
ホ
ー
ル

☆
主
催
　
ふ
じ
み
野
盆
栽
会

☆
連
絡
　
戸
澤
利
雄
会
長
　

（
０
４
９
・
２
６
１
・
２
２
４

１
）

即
売
品
　
多
数
あ
り
ま
す

　
バ
ザ
ー
、

フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
模

擬
店
、
福

引
、
演
奏
な

ど
。

☆
日
時
　
６

月
７
日（
土
）

10
時
〜
午
後

３
時
☆
場
所

　
福
岡
中
央

公
園

・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
出

店
を
し
ま
せ
ん
か
。

・
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
お
手
伝

い
を
し
ま
せ
ん
か
。

・
バ
ザ
ー
用
品
の
寄
付
も
お

願
い
し
ま
す
。

・
収
益
金
は
、
障
害
者
の
地

域
生
活
を
支
え
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ

ン
タ
ー
21
に
寄
付
し
、
活
動

に
活
か
し
ま
す
。

﹇
問
い
合
わ
せ
﹈
Ｎ
Ｐ
Ｏ
上

福
岡
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

２
１
　
０
４
９
・
２
６
４
・

５
４
９
７

　
６
月
21
日
（
土
）
①
13
時

〜
14
時
半
　
「
睡
眠
と
そ
の

障
害
」
山
内
　俊
雄
（
埼
玉

医
科
大
学
学
長
）

②
15
時
〜
16
時
半
　「
睡
眠
時

無
呼
吸
症
候
群
に
つ
い
て
」

大
谷
　秀
雄（
埼
玉
医
科
大
学

病
院
　
呼
吸
器
内
科
）

☆
会
場
　
埼
玉
医
科
大
学
　

川
越
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
６
階
大

会
議
室
　
☆
受
講
料:

千
円

　
☆
申
し
込
み
、
問
い
合
わ

せ
は
埼
玉
医
科
大
学
医
学
教

育
セ
ン
タ
ー
市
民
公
開
講
座

係
０
４
９
・
２
７
６
・
１
７

０
７

　
地
元
の
合

唱
団
「
フ
ィ

オ
ー
レ
」
と

の
ジ
ョ
イ
ン

ト指
揮:

小
林

浩
　
踊
り:

小
林
竹
子
（
主

宰
者
）

☆
日
時
　
６
月
15
日
（
日
）

午
前
11
時
〜
午
後
４
時

☆
場
所
　
ふ
じ
み
野
市
立
勤

労
福
祉
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
　

☆
ゲ
ス
ト
　
テ
ノ
ー
ル
・
小

林
浩
　
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
・
中

澤
公
子
　
ピ
ア
ノ
・
服
部
あ

か
ね
　

☆
入
場
無
料
（
５
９
８
名
）

☆
問
い
合
わ
せ
は
、
小
林
公

子
（
０
４
９
・
２
６
４
・
７

３
９
０
）

☆
日
時
　
平
成
20
年
７
月
７

日
（
土
）
　
開
場
12
時
、
開

演
13
時
　
☆
会
場
　
東
京
電

機
大
学
理
工
学
部
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

☆
出
演
　
埼
玉
県
立
松
山
女

子
高
等
学
校
音
楽
部
　
吉
岡

祐
美
（
チ
ェ
ン
バ
ロ
奏

者
）
東
京
電
機
大
学
管

弦
楽
団

☆
入
場
料
　
一
般
５
０

０
円
／
高
校
生
以
下
３

０
０
円

☆
主
催
　
東
京
電
機
大

学
理
工
学
部
　

※
未
就
学
者
の
入
場
は

ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

　
東
秩
父
村
の
和
紙
体
験
施

設
、「
和
紙
の
里
」
で
、
版
画

の
公
募
展
、「
版
画
フ
ォ
ー
ラ

ム
２
０
０
８
和
紙
の
里
ひ
が

し
ち
ち
ぶ
展
」
が
、
６
月
21

日
か
ら
29
日
ま
で
開
か
れ

る
。

　
版
画
芸
術
と
地
域
文
化
の

振
興
を
目
的
に
、
地
元
の
版

画
愛
好
家
を
中
心
に
実
行
委

員
会
を
組
織
、
今
年
は
全
国

か
ら
２
７
０
点
の
応
募
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。
応
募
作
品

は
会
期
中
和
紙
の
里
内
で
展

示
す
る
。

　
６
月
21
日
（
土
）

14
時
か
ら
、
東
秩
父

村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
「
や
ま
な

み
」
で
開
会
式
・
表

彰
式
を
開
催
。
ま
た

23
日
（
月
）
13
時
半

か
ら
は
、
東
秩
父
村

公
民
館
で
「
伝
統
の

技
を
今
に
伝
え
る
和

紙
の
里
」
と
題
す
る

歴
史
探
訪
講
座
を
開

く
ほ
か
、
会
期
中
様

々
な
イ
ベ
ン
ト

を
催
す
。

入
選
作
に
つ
い
て
は
７
月
以

降
、
地
元
東
秩
父
、
寄
居
、

小
川
、
嵐
山
な
ど
の
施
設
・

店
舗
、
東
京
・
銀
座
の
養
清

堂
画
廊
で
、
協
賛
展
を
開

き
、
再
展
示
す
る
。

展
示
会
事
務
局
は
、
和
紙
の

里
　
０
４
９
３
・
８
２
・
１

４
６
８

　
お
客
様
の
気
持
ち
を
聞
き

だ
す
方
法
と
し
て
、
ア
ン
ケ

ー
ト
を
試
み
た
り
す
る
。
私

に
と
っ
て
人
生
初
の
ア
ン
ケ

ー
ト
は
、
小
学
生
の
頃
だ
。

　
ま
だ
、
や
っ
と
ひ
ら
が
な

を
習
っ
た
ば
か
り
の
頃
、
学

校
で
お
友
達
に
『
あ
ん
け
え

と
』
と
書
い
た
折
り
紙
を
渡

さ
れ
た
。「
こ
れ
何
？
」
と
質

問
す
る
と
「
聞
き
た
い
こ
と

を
書
い
て
渡
し
て
、
答
え
を

書
い
て
も
ら
う
紙
の
こ
と
だ

よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

　
私
は
『
あ
ん
け
え
と
』
と

い
う
も
の
に
多
い
に
興
味
を

持
っ
た
。
そ
れ
で
、
ま
ず
母

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
依
頼
す
る

こ
と
に
し
た
。

　
友
達
に
教
え
て
も
ら
っ
た

通
り
、
表
紙
に
『
あ
ん
け
え

と
』
と
書
き
、
名
前
と
住
所

と
電
話
番
号
を
書
く
欄
を
作

り
、
質
問
を
書
い
た
。
質
問

は
、
最
初
は
書
き
や
す
い
も

の
を
、
最
後
の
ほ
う
に
本
当

に
聞
き
た
い
こ
と
を
書
く
と

い
う
工
夫
も
し
た
。
こ
れ
で

き
っ
と
、
本
当
の
事
を
記
入

し
て
く
れ
る
。

　
好
き
な
色
と
か
果
物
と

か
、
長
々
と
無
駄
な
質
問
を

書
い
た
後
、
最
後
に
『
い

ま
、
ほ
し
い
も
の
は
な
ん
で

す
か
？
』
と
一
番
聞
き
た
か

っ
た
事
を
書
い
た
。
母
の
誕

生
日
が
近
か
っ
た
の
で
、
何

が
欲
し
い
の
か
知
り
た
か
っ

た
の
だ
。

　
母
は
家
事
を
し
な
が
ら
、

少
々
面
倒
な
感
じ
で
受
け
取

っ
た
も
の
の
、
全
て
記
入
し

て
返
却
し
て
く
れ
た
。
最
も

聞
き
た
か
っ
た
質
問
の
答
え

は
こ
う
だ
っ
た
。

し
つ
も
ん
の
こ
た
え
…

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

私
は
そ
の
答
え
に
か
な
り
不

満
だ
っ
た
。
ダ
イ
ヤ
が
ど
こ

に
売
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら

な
い
し
、
そ
も
そ
も
、
買
え

そ
う
に
な
い
。

　
そ
こ
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

下
に
も
う
ひ
と
つ
質
問
を
増

や
し
、
再
度
母
に
渡
す
こ
と

に
し
た
。

『
だ
い
や
も
ん
ど
の
つ
ぎ
に

ほ
し
い
も
の
は
な
ん
で
す

か
？
』
。

　
自
分
が
想
像
し
て
い
た
、

ス
マ
ー
ト
な
ア
ン
ケ
ー
ト
の

形
式
を
失
っ
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
た
け
れ
ど
仕
方
が
な

い
。
そ
れ
よ
り
も
今
度
こ

そ
、
き
っ
と
さ
っ
き
よ
り
簡

単
な
、
例
え
ば
ハ
ン
カ
チ
と

か
ネ
ッ
ク
レ
ス
と
か
、
そ
う

い
う
類
の
も
の
が
書
か
れ
る

筈
だ
と
、
再
度
ワ
ク
ワ
ク
し

た
。

　
と
こ
ろ
が
二
番
目
に
欲
し

い
も
の
は
、
私
の
期
待
を
大

き
く
裏
切
り
、
こ
う
記
さ
れ

て
い
た
。

し
つ
も
ん
の
こ
た
え
…

お
り
こ
う
な
む
す
め

さ
っ
き
よ
り
、
難
易
度
が
上

が
っ
て
し
ま
っ
た
じ
ゃ
な
い

か
。
な
か
な
か
思
い
通
り
に

な
ら
ず
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に

も
、
す
っ
か
り
興
ざ
め
し

た
。
も
う
や
ー
め
た
、
と
子

供
心
に
思
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
で
終
わ

り
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ

の
後
の
私
は
『
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
』
と
い
う
響
き
に
、
真
っ

先
に
母
を
思
い
出
す
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
女

心
を
そ
そ
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
を

見
て
も
、
主
人
か
ら
贈
ら
れ

た
婚
約
指
輪
を
見
て
も
、
母

の
顔
が
浮
か
ぶ
。

　
こ
の
際
、
私
の
ア
ン
ケ
ー

ト
第
一
号
の
お
礼
と
し
て
、

母
に
ダ
イ
ヤ
を
奮
発
し
ち
ゃ

お
う
か
な
、
と
思
う
。
そ
し

て
、
こ
の
呪
縛
か
ら
そ
ろ
そ

ろ
解
放
さ
れ
た
い
。

　
そ
し
て
『
お
り
こ
う
な

娘
』
に
関
し
て
は
、
ず
っ
と

難
易
度
の
高
さ
を
保
っ
た
ま

ま
だ
。

（
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
グ
ル
ー
プ
広

報
）

　
山
岡
鉄
舟
は
幕
臣
で
あ
り

な
が
ら
尊
皇
攘
夷
に
動
き
、

西
郷
隆
盛
と
勝
海
舟
の
江
戸

城
明
け
渡
し
の
会
談
を
成
立

さ
せ
、
江
戸
城
無
血
開
城
の

道
を
開
き
、
江
戸
を
戦
火
か

ら
救
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
今

日
の
日
本
を
作
り
あ
げ
た
立

役
者
の
一
人
と
い
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
鉄
舟
は
後
世
に

名
を
残
す
こ
と
に
無
頓
着
で

あ
り
、
西
郷
、
勝
と
比
べ
知

名
度
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
た
ち
は
、
鉄
舟
の
人
と

な
り
を
改
め
て
考
え
て
み
た

い
と
思
い
た
ち
ま
し
た
。
命

を
懸
け
て
行
動
し
た
信
念
、

多
く
の
人
を
感
嘆
さ
せ
た
人

間
的
魅
力
。
鉄
舟
の
生
き
方

か
ら
学
ぶ
こ
と
は
、
今
の
時

代
に
こ
そ
意
義
あ
る
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

☆
名
称
　
小
川
山
岡
鉄
舟
会

　
☆
会
長
　
坂
部
健
（
銀
座

木
村
屋
元
専
務
）
　
☆
事
務

局
長
　
八
木
忠
太
郎
（
割
烹

旅
館
二
葉
１
４
代
）
　
☆
活

動
　
会
報
発
行
、
交
流
会
、

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
　
☆
事
務
局

　
割
烹
旅
館
二
葉
内
（
小
川

町
大
塚
３
２
、
０
４
９
３
・

７
２
・
０
０
３
８
）
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